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　福島県復興祈念公園では、広域的かつ未曾有の災害であった東日本大震災の

犠牲者の追悼・鎮魂、震災の記憶と教訓の後世への伝承、国内外に向けた復興

に対する強い意志の発信といった公園の目的をふまえ、「生命（いのち）をい

たみ、事実をつたえ、縁（よすが）をつなぎ、息吹よみがえる」という公園の

基本理念を具現化していくことが求められる。

　公園整備にあたっては、公園全体の面積が約５０haと広大なものである一方、

復興の時間軸や周辺地域の復興の状況を十分に意識しながら、公園の整備及び

管理運営を行っていく必要がある。基本設計においては、①震災から１０年後

の 2021 年、②特定復興再生拠点区域に認定された 6 町村の避難指示解除の目標

時期である 2023 年、③震災から２０年後の 2031 年、④震災から一定の期間が

経過した５０年後の 2061 年の４つの目標年を設定し、定められた基本理念を

レイヤー化し、これらを重ね切り取ったものを目標年における公園の基本設計

とする。
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基本設計における空間構成の考え方について
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10 年という節目を迎える年 特定復興再生拠点区域に認定された 6町村の避難指示解除の目標時期 20 年という節目を迎える年 50 年という節目を迎える年
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ～ 2021 年 ( 震災から 10 年後 )  ～ 2023 年 ( 震災から 12 年後）  ～ 2031 年 ( 震災から 20 年後 )  ～ 2061 年 ( 震災から 50 年後） 

福島県復興祈念公園基本設計について
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様々なタイムスケールを持つ要素・事象を４つの基本理念ごとにレイヤー化し、Ⅰ～Ⅳの時間軸において、レイヤーの変化を整理。
【基本方針】
・福島県、さらには被災地全体の追悼と鎮魂の中核的な場所として、国内外のあらゆる人々が集い、東日本大震災に
より犠牲となったすべての生命（いのち）への深い追悼と鎮魂の場を整備します。

⇒福島県・被災地全体の追悼と鎮魂、東日本大震災により犠牲となったすべての生命
+集落跡（住居跡）の個人の祈りの場

時間軸における各レイヤーの変化
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原子力発電所、震災遺構や住
居跡、中間貯蔵施設、防災林
を一望

・訪れた人が生命をいたみ、復
興を感じながら、思い思いの
方向に祈る

・個人、集落、町、県、国等、様々
な種類の祈りの場が共存

・丘の上から、海、集落跡、震
災遺構、震源方向、福島第一
原子力発電所、震災遺構や住
居跡、中間貯蔵施設、防災林
を一望

・訪れた人が生命をいたみ、復
興を感じながら、思い思いの
方向に祈る

・個人、集落、町、県、国等、様々
な種類の祈りの場が共存

・丘の上から、海、集落跡、震
災遺構、震源方向、福島第一
原子力発電所、震災遺構や住
居跡、中間貯蔵施設、防災林
を一望

・訪れた人が生命をいたみ、復
興を感じながら、思い思いの
方向に祈る

両竹地区集落跡両竹地区集落跡両竹地区集落跡

両竹地区集落跡両竹地区集落跡両竹地区集落跡

両竹地区集落跡両竹地区集落跡両竹地区集落跡

・個人、集落、町、県、国等、様々
な種類の祈りの場が共存

・丘の上から、海、集落跡、震
災遺構、震源方向、福島第一
原子力発電所、震災遺構や住
居跡、中間貯蔵施設、防災林
を一望

・訪れた人が生命をいたみ、復
興を感じながら、思い思いの
方向に祈る

・追悼・鎮魂の場として定着し
ていく

・個人、集落、町、県、国等、様々
な種類の祈りの場が共存

・丘の上から、海、集落跡、震
災遺構、震源方向、福島第一
原子力発電所、震災遺構や住
居跡、中間貯蔵施設、防災林
を一望

・訪れた人が生命をいたみ、復
興を感じながら、思い思いの
方向に祈る

・追悼・鎮魂の場として定着し
ていく

・個人、集落、町、県、国等、様々
な種類の祈りの場が共存

・丘の上から、海、集落跡、震
災遺構、震源方向、福島第一
原子力発電所、震災遺構や住
居跡、中間貯蔵施設、防災林
を一望

・訪れた人が生命をいたみ、復
興を感じながら、思い思いの
方向に祈る

・追悼・鎮魂の場として定着し
ていく

・追悼と鎮魂の場としての象徴
性が高まっていく

・追悼と鎮魂の場としての象徴
性が高まっていく

・追悼と鎮魂の場としての象徴
性が高まっていく

・国内外から追悼のため人や想
いが集まる

・国内外から追悼のため人や想
いが集まる

・国内外から追悼のため人や想
いが集まる

・国内外から追悼のため人や想
いが集まる

・国内外から追悼のため人や想
いが集まる

・国内外から追悼のため人や想
いが集まる

・国内外から追悼のため人や想
いが集まる

・国内外から追悼のため人や想
いが集まる

・国内外から追悼のため人や想
いが集まる

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
生

事

縁

息

Ⅳ

～ 2021 年（震災から 10年）

～ 2031 年（震災から 20年）

～ 2023 年（震災から 12年）

～ 2061 年（震災から 50年）

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

福島県復興祈念公園基本設計について

生命（いのち）をいたむ１

3



【基本方針】
・原子力災害の教訓・知見の継承、世界への情報発信等を行うためのアーカイブ拠点施設等と連携し、震災による被害の原
因となった震源方向や福島第一原子力発電所等を望み、公園で東日本大震災の被害や津波の高さを実感する場を整備しま
す。公園では、福島県内の自治体が予定する震災遺構を活用した伝承活動と連携し、特に、次世代に切れ目なく震災の記
憶と教訓を引き継ぎます。

⇒震災の記憶と教訓の伝承、アーカイブ拠点施設、震源方向、福島第一原子力発電所、東日本大震災の被害、
震災遺構、伝承活動

+集落跡（住居跡）、町割り、被災物、思い出の道（仮称）、被災前の姿を変わらず残す両竹山、海

両竹地区集落跡両竹地区集落跡両竹地区集落跡

マリーンハウスふたばマリーンハウスふたばマリーンハウスふたば

請戸小学校請戸小学校請戸小学校

町道損壊箇所町道損壊箇所町道損壊箇所

中野地区集落跡中野地区集落跡中野地区集落跡

慰霊碑等の設置慰霊碑等の設置
思い出の道
( 仮称 ) の形成
思い出の道
( 仮称 ) の形成
思い出の道
( 仮称 ) の形成

思い出の道（仮称）思い出の道（仮称）思い出の道（仮称）
思い出の道（仮称）思い出の道（仮称）思い出の道（仮称）

アーカイブ
拠点施設
アーカイブ
拠点施設
アーカイブ
拠点施設

　    記憶と伝承の広
場の整備・ソフト
の展開

　　例：AR や VR で
被災前の様子や復
興の姿をみせる

　　語り部による伝
承ガイド

　    記憶と伝承の広
場の整備・ソフト
の展開

　　例：AR や VR で
被災前の様子や復
興の姿をみせる

　　語り部による伝
承ガイド

　    記憶と伝承の広
場の整備・ソフト
の展開

　　例：AR や VR で
被災前の様子や復
興の姿をみせる

　　語り部による伝
承ガイド

　    記憶と伝承の広
場での屋外被災物
等展示

　　例：被災した消
防車、標識、ガー
ドレール等

　    記憶と伝承の広
場での屋外被災物
等展示

　　例：被災した消
防車、標識、ガー
ドレール等

　    記憶と伝承の広
場での屋外被災物
等展示

　　例：被災した消
防車、標識、ガー
ドレール等

マリーンハウスふたばマリーンハウスふたばマリーンハウスふたば

請戸小学校請戸小学校請戸小学校

町道損壊箇所町道損壊箇所町道損壊箇所

中野地区集落跡中野地区集落跡中野地区集落跡

アーカイブ
拠点施設
アーカイブ
拠点施設
アーカイブ
拠点施設

震災前の地域の歴史・記憶を残
す両竹山の一部を公園で保全
震災前の地域の歴史・記憶を残
す両竹山の一部を公園で保全
震災前の地域の歴史・記憶を残
す両竹山の一部を公園で保全

・集落跡、町道損壊箇所等により、震災
の記憶と教訓を学ぶ屋外被災物の展示

・アーカイブ拠点施設・震災遺構・公園
で連携した公園内外での語り部による
伝承ガイドツアー等が展開

・集落跡、町道損壊箇所等により、震災
の記憶と教訓を学ぶ屋外被災物の展示

・アーカイブ拠点施設・震災遺構・公園
で連携した公園内外での語り部による
伝承ガイドツアー等が展開

・集落跡、町道損壊箇所等により、震災
の記憶と教訓を学ぶ屋外被災物の展示

・アーカイブ拠点施設・震災遺構・公園
で連携した公園内外での語り部による
伝承ガイドツアー等が展開

アーカイブ拠点施設・住
居跡・震災遺構を結びつ
なぐ伝承ルートの整備

アーカイブ拠点施設・住
居跡・震災遺構を結びつ
なぐ伝承ルートの整備

アーカイブ拠点施設・住
居跡・震災遺構を結びつ
なぐ伝承ルートの整備

津波がきた海や震源の方向、集落
や震災遺構等の被害の状況や、福
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設や、周辺の復興の状況を望むこ
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丘からの眺めにより震災の被害の状
況や、周辺の復興の状況を伝える

丘からの眺めにより、周辺の復興の
状況を伝える
丘からの眺めにより、周辺の復興の
状況を伝える
丘からの眺めにより、周辺の復興の
状況を伝える

慰霊碑等慰霊碑等

マリーンハウスふたばマリーンハウスふたばマリーンハウスふたば

請戸小学校請戸小学校請戸小学校

町道損壊箇所町道損壊箇所町道損壊箇所

中野地区集落跡中野地区集落跡中野地区集落跡

アーカイブ
拠点施設
アーカイブ
拠点施設
アーカイブ
拠点施設

公園内外の伝承ネットワークが
強化され、新たな世代に引き継
がれながら震災の教訓が伝承

公園内外の伝承ネットワークが
強化され、新たな世代に引き継
がれながら震災の教訓が伝承

公園内外の伝承ネットワークが
強化され、新たな世代に引き継
がれながら震災の教訓が伝承

慰霊碑等慰霊碑等

マリーンハウスふたばマリーンハウスふたばマリーンハウスふたば

請戸小学校請戸小学校請戸小学校

町道損壊箇所町道損壊箇所町道損壊箇所

中野地区集落跡中野地区集落跡中野地区集落跡

アーカイブ
拠点施設
アーカイブ
拠点施設
アーカイブ
拠点施設

・記憶と伝承の広場において、VR等を活
用した解説や伝承ガイドの展開

・語り部の人材発掘・育成

・記憶と伝承の広場において、VR等を活
用した解説や伝承ガイドの展開

・語り部の人材発掘・育成

・記憶と伝承の広場において、VR等を活
用した解説や伝承ガイドの展開

・語り部の人材発掘・育成

・集落跡、町道損壊箇所等により、震災の
記憶と教訓を学ぶ屋外被災物の展示

・震災の事実を伝える公園内外とのネット
ワークがソフトの展開によって強化

・特にマリーンハウスふたばと「思い出の
道（仮称）」と請戸小学校を結ぶルートは、
震災の記憶と教訓を伝え続ける

・集落跡、町道損壊箇所等により、震災の
記憶と教訓を学ぶ屋外被災物の展示

・震災の事実を伝える公園内外とのネット
ワークがソフトの展開によって強化

・特にマリーンハウスふたばと「思い出の
道（仮称）」と請戸小学校を結ぶルートは、
震災の記憶と教訓を伝え続ける

・集落跡、町道損壊箇所等により、震災の
記憶と教訓を学ぶ屋外被災物の展示

・震災の事実を伝える公園内外とのネット
ワークがソフトの展開によって強化

・特にマリーンハウスふたばと「思い出の
道（仮称）」と請戸小学校を結ぶルートは、
震災の記憶と教訓を伝え続ける

両竹地区集落跡両竹地区集落跡両竹地区集落跡両竹地区集落跡両竹地区集落跡両竹地区集落跡

・震災の記憶と教訓を知ろうとする人々
が集まる

・震災の記憶と教訓を知ろうとする人々
が集まる

・震災の記憶と教訓を知ろうとする人々
が集まる

・震災の記憶と教訓を知ろうと
する人々が集まる

・震災の記憶と教訓を知ろうと
する人々が集まる

・震災の記憶と教訓を知ろうと
する人々が集まる

・震災の記憶と教訓を知ろうとする人々が
集まる

・震災の記憶と教訓を知ろうとする人々が
集まる

・震災の記憶と教訓を知ろうとする人々が
集まる

・集落跡、町道損壊箇所等によ
り、震災の記憶と教訓を学ぶ
屋外被災物の展示

・震災の事実を伝える公園内外
とのネットワークがソフトの
展開によって強化

・特にマリーンハウスふたばと
「思い出の道（仮称）」と請戸
小学校を結ぶルートは、震災
の記憶と教訓を伝え続ける

・集落跡、町道損壊箇所等によ
り、震災の記憶と教訓を学ぶ
屋外被災物の展示

・震災の事実を伝える公園内外
とのネットワークがソフトの
展開によって強化

・特にマリーンハウスふたばと
「思い出の道（仮称）」と請戸
小学校を結ぶルートは、震災
の記憶と教訓を伝え続ける

・集落跡、町道損壊箇所等によ
り、震災の記憶と教訓を学ぶ
屋外被災物の展示

・震災の事実を伝える公園内外
とのネットワークがソフトの
展開によって強化

・特にマリーンハウスふたばと
「思い出の道（仮称）」と請戸
小学校を結ぶルートは、震災
の記憶と教訓を伝え続ける

・震災の記憶と教訓を知ろうとする人々
が集まる

・震災の記憶と教訓を知ろうとする人々
が集まる

・震災の記憶と教訓を知ろうとする人々
が集まる

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
生

事

縁

息

Ⅳ

～ 2021 年（震災から 10年）

～ 2031 年（震災から 20年）

～ 2023 年（震災から 12年）

～ 2061 年（震災から 50年）

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

福島県復興祈念公園基本設計について

事実をつたえる２
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地元を離れて暮らす人々が集まり、福島に対する
再生と復興の様々な想いを集める場所の整備
地元を離れて暮らす人々が集まり、福島に対する
再生と復興の様々な想いを集める場所の整備
地元を離れて暮らす人々が集まり、福島に対する
再生と復興の様々な想いを集める場所の整備

福島に対する再生と復興の
様々な想いが集まる
福島に対する再生と復興の
様々な想いが集まる
福島に対する再生と復興の
様々な想いが集まる

福島に対する再生と復興
の様々な想いが集まる
福島に対する再生と復興
の様々な想いが集まる
福島に対する再生と復興
の様々な想いが集まる

福島の未来への希望が感じられる
花の風景の展開
福島の未来への希望が感じられる
花の風景の展開
福島の未来への希望が感じられる
花の風景の展開

福島の未来への希望が感じられる
花の風景の展開
福島の未来への希望が感じられる
花の風景の展開
福島の未来への希望が感じられる
花の風景の展開

・産業交流センター周辺の広場整備により
人々の交流の場を形成

・地域の暮らし・文化を創生する活動、花づ
くりの市民活動が展開

・地域の人々が集まり、福島の再生・復興の
想いを集める中心的な場の形成

・産業交流センター周辺の広場整備により
人々の交流の場を形成

・地域の暮らし・文化を創生する活動、花づ
くりの市民活動が展開

・地域の人々が集まり、福島の再生・復興の
想いを集める中心的な場の形成

・産業交流センター周辺の広場整備により
人々の交流の場を形成

・地域の暮らし・文化を創生する活動、花づ
くりの市民活動が展開

・地域の人々が集まり、福島の再生・復興の
想いを集める中心的な場の形成

・産業交流センター周辺の広場整備
により人々の交流の場を形成

・産業交流センター周辺の広場整備
により人々の交流の場を形成

・産業交流センター周辺の広場整備
により人々の交流の場を形成

・地域の歴史・文化の継承のために
人々が集まると共に、ふるさとに
想いをよせる人々の想いが集まる

・地域の歴史・文化の継承のために
人々が集まると共に、ふるさとに
想いをよせる人々の想いが集まる

・地域の歴史・文化の継承のために
人々が集まると共に、ふるさとに
想いをよせる人々の想いが集まる

・復興と共に公園内の利活用が拡大
・利活用を通し新たな世代への地域
の歴史や文化を継承

・復興と共に公園内の利活用が拡大
・利活用を通し新たな世代への地域
の歴史や文化を継承

・復興と共に公園内の利活用が拡大
・利活用を通し新たな世代への地域
の歴史や文化を継承

・時間と共に公園内の利活用が更に
拡大

・時間と共に公園内の利活用が更に
拡大

・時間と共に公園内の利活用が更に
拡大

　【基本方針】
・震災以前からの地域の歴史・文化を継承するとともに心を癒す花の風景づくり等市民活動の拠点を形成し、ふるさとの記
憶を想起させ、現在避難されている人々を含め人々が支え合い助け合うための心の拠り所となる場を整備します。

⇒震災以前からの地域の歴史・文化の継承、花の風景、市民活動、ふるさとの記憶、人々の心の拠り所
＋伝統行事継承、生業の復興

産業交流センター周辺の広場の整備産業交流センター周辺の広場の整備産業交流センター周辺の広場の整備
花づくりによる市民活動の場の形成花づくりによる市民活動の場の形成花づくりによる市民活動の場の形成

伝統芸能継承活動
の場の形成

伝統芸能継承活動
の場の形成

伝統芸能継承活動
の場の形成

復興シンボル軸からの動線復興シンボル軸からの動線復興シンボル軸からの動線

復興シンボル軸からの動線復興シンボル軸からの動線復興シンボル軸からの動線

県道からの動線県道からの動線県道からの動線

県道からの動線県道からの動線県道からの動線県道からの動線県道からの動線県道からの動線

県道からの動線県道からの動線県道からの動線

県道からの動線県道からの動線県道からの動線 県道からの動線県道からの動線県道からの動線

スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の拡大
スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の拡大
スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の拡大

スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の拡大
スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の拡大
スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の拡大

スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の拡大
スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の拡大
スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の拡大

スポーツ・レクリエー
ション・伝統文化に
関わる活動の拡大

スポーツ・レクリエー
ション・伝統文化に
関わる活動の拡大

スポーツ・レクリエー
ション・伝統文化に
関わる活動の拡大

スポーツ・レクリエー
ション・伝統文化に
関わる活動の拡大

スポーツ・レクリエー
ション・伝統文化に
関わる活動の拡大

スポーツ・レクリエー
ション・伝統文化に
関わる活動の拡大

スポーツ・レクリエー
ション・伝統文化に
関わる活動の拡大

スポーツ・レクリエー
ション・伝統文化に
関わる活動の拡大

スポーツ・レクリエー
ション・伝統文化に
関わる活動の拡大

産業交流センター産業交流センター産業交流センター

復興シンボル軸
からの動線
復興シンボル軸
からの動線
復興シンボル軸
からの動線

花の圃場から、公園
全体に花が広がる
花の圃場から、公園
全体に花が広がる
花の圃場から、公園
全体に花が広がる

花の圃場から、公園
全体に花が広がる
花の圃場から、公園
全体に花が広がる
花の圃場から、公園
全体に花が広がる

復興シンボル軸からの動線復興シンボル軸からの動線復興シンボル軸からの動線

・地域の歴史・文化の継承のために人々が
集まると共に、ふるさとに想いをよせる
人々の想いが集まる

・人々の憩いと潤いの場となる花や緑を求
める人々が集まる

・地域の歴史・文化の継承のために人々が
集まると共に、ふるさとに想いをよせる
人々の想いが集まる

・人々の憩いと潤いの場となる花や緑を求
める人々が集まる

・地域の歴史・文化の継承のために人々が
集まると共に、ふるさとに想いをよせる
人々の想いが集まる

・人々の憩いと潤いの場となる花や緑を求
める人々が集まる

・地域の歴史・文化の継承のために
人々が集まると共に、ふるさとに
想いをよせる人々の想いが集まる

・人々の憩いと潤いの場となる花や
緑を求める人々が集まる

・地域の歴史・文化の継承のために
人々が集まると共に、ふるさとに
想いをよせる人々の想いが集まる

・人々の憩いと潤いの場となる花や
緑を求める人々が集まる

・地域の歴史・文化の継承のために
人々が集まると共に、ふるさとに
想いをよせる人々の想いが集まる

・人々の憩いと潤いの場となる花や
緑を求める人々が集まる

・地域の歴史・文化の継承のために
人々が集まると共に、ふるさとに
想いをよせる人々の想いが集まる

・人々の憩いと潤いの場となる花や
緑を求める人々が集まる

・地域の歴史・文化の継承のために
人々が集まると共に、ふるさとに
想いをよせる人々の想いが集まる

・人々の憩いと潤いの場となる花や
緑を求める人々が集まる

・地域の歴史・文化の継承のために
人々が集まると共に、ふるさとに
想いをよせる人々の想いが集まる

・人々の憩いと潤いの場となる花や
緑を求める人々が集まる

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
生

事
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息

Ⅳ

～ 2021 年（震災から 10年）

～ 2031 年（震災から 20年）

～ 2023 年（震災から 12年）

～ 2061 年（震災から 50年）
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　【基本方針】
・福島県における生業の再生と軌を一にして、人々がこの地域に戻り、あるいはこの地域を訪れ、地域が再生していくプロセ
スに関わり、国内外に向けた復興に対する強い意志と支援への感謝と併せ発信する場を整備します。

⇒生業の再生、地域の再生、国内外に向けた復興に対する意志・支援への感謝を発信
+最新技術の発信、復興イベント、グリーンインフラ

海海海 海海海

海海海 海海海

防災林防災林防災林
防災林防災林防災林

防災林防災林防災林 防災林防災林防災林

両竹山両竹山両竹山

現況の湿地環境を活用し、公園内
の環境を多様化する水辺の創出
現況の湿地環境を活用し、公園内
の環境を多様化する水辺の創出
現況の湿地環境を活用し、公園内
の環境を多様化する水辺の創出

福島の復興を象徴する花福島の復興を象徴する花福島の復興を象徴する花

追悼と鎮魂の丘から国内外への情報発信
福島の復興に関心を寄せ、人々が集まる場所
追悼と鎮魂の丘から国内外への情報発信
福島の復興に関心を寄せ、人々が集まる場所
追悼と鎮魂の丘から国内外への情報発信
福島の復興に関心を寄せ、人々が集まる場所

福島の復興を象徴する花福島の復興を象徴する花福島の復興を象徴する花

追悼と鎮魂の丘から国内外への情報発信
福島の復興に関心を寄せ、人々が集まる場所
追悼と鎮魂の丘から国内外への情報発信
福島の復興に関心を寄せ、人々が集まる場所
追悼と鎮魂の丘から国内外への情報発信
福島の復興に関心を寄せ、人々が集まる場所

福島の復興を象徴する花福島の復興を象徴する花福島の復興を象徴する花

追悼と鎮魂の丘から国内外への情報発信
福島の復興に関心を寄せ、人々が集まる場所
追悼と鎮魂の丘から国内外への情報発信
福島の復興に関心を寄せ、人々が集まる場所
追悼と鎮魂の丘から国内外への情報発信
福島の復興に関心を寄せ、人々が集まる場所

中野地区産業復
興拠点

中野地区産業復
興拠点

中野地区産業復
興拠点

中野地区産業復
興拠点

中野地区産業復
興拠点

中野地区産業復
興拠点

中野地区産業復
興拠点

中野地区産業復
興拠点

中野地区産業復
興拠点 中野地区産業復

興拠点
中野地区産業復
興拠点

中野地区産業復
興拠点

追悼と鎮魂の丘が浮き上がる
ように周囲のみどりが成長
追悼と鎮魂の丘が浮き上がる
ように周囲のみどりが成長
追悼と鎮魂の丘が浮き上がる
ように周囲のみどりが成長

動物と触れ合える場所の整備
（例：馬、鳥、虫等）
動物と触れ合える場所の整備
（例：馬、鳥、虫等）
動物と触れ合える場所の整備
（例：馬、鳥、虫等）

動物と触れ合える場所
（例：馬、鳥、虫等）
動物と触れ合える場所
（例：馬、鳥、虫等）
動物と触れ合える場所
（例：馬、鳥、虫等）

最新技術を活用した公園内を移
動するモビリティ動線の整備
最新技術を活用した公園内を移
動するモビリティ動線の整備
最新技術を活用した公園内を移
動するモビリティ動線の整備

・市民参加による花の圃場や動物とふれあ
える場など息吹よみがえるの場の形成

・福島の未来を創造し、復興をアピールす
る活動の場の整備

・公園内外をつなぐモビリティの展開

・市民参加による花の圃場や動物とふれあ
える場など息吹よみがえるの場の形成

・福島の未来を創造し、復興をアピールす
る活動の場の整備

・公園内外をつなぐモビリティの展開

・市民参加による花の圃場や動物とふれあ
える場など息吹よみがえるの場の形成

・福島の未来を創造し、復興をアピールす
る活動の場の整備

・公園内外をつなぐモビリティの展開

・両竹山や前田川、震災後にできた湿地
環境、防災林等が存在

・福島の未来を創造し、復興をアピール
する活動・イベント等の展開

・両竹山や前田川、震災後にできた湿地
環境、防災林等が存在

・福島の未来を創造し、復興をアピール
する活動・イベント等の展開

・両竹山や前田川、震災後にできた湿地
環境、防災林等が存在

・福島の未来を創造し、復興をアピール
する活動・イベント等の展開

・まちの復興が進み、周辺の水田や農
地の再生と合わせ、グリーンインフ
ラが時間と共に成長

・周辺には風景が再生し、地域の復興
が感じられる。

・まちの復興が進み、周辺の水田や農
地の再生と合わせ、グリーンインフ
ラが時間と共に成長

・周辺には風景が再生し、地域の復興
が感じられる。

・まちの復興が進み、周辺の水田や農
地の再生と合わせ、グリーンインフ
ラが時間と共に成長

・周辺には風景が再生し、地域の復興
が感じられる。

・グリーンインフラが時間と共に成長
・まちの復興が進み、水田や農地が再
生されていく

・グリーンインフラが時間と共に成長
・まちの復興が進み、水田や農地が再
生されていく

・グリーンインフラが時間と共に成長
・まちの復興が進み、水田や農地が再
生されていく

防災林から両竹山への生
き物のつながりを形成
防災林から両竹山への生
き物のつながりを形成
防災林から両竹山への生
き物のつながりを形成

震災を機に形成され
た湿地環境
震災を機に形成され
た湿地環境

前田川前田川前田川

最新技術の発信・産業の復興に
関わる活動・イベントの展開
例：再生可能エネルギー、VR・
AR 等を活用した活動・イベン
ト等

最新技術の発信・産業の復興に
関わる活動・イベントの展開
例：再生可能エネルギー、VR・
AR 等を活用した活動・イベン
ト等

最新技術の発信・産業の復興に
関わる活動・イベントの展開
例：再生可能エネルギー、VR・
AR 等を活用した活動・イベン
ト等

大規模多目的広場
の整備、福島の復
興を発信・未来を
創造するイベント
の展開
例：屋外コンサー
ト等

大規模多目的広場
の整備、福島の復
興を発信・未来を
創造するイベント
の展開
例：屋外コンサー
ト等

大規模多目的広場
の整備、福島の復
興を発信・未来を
創造するイベント
の展開
例：屋外コンサー
ト等

大規模多目的広場
の整備、福島の復
興を発信・未来を
創造するイベント
の展開
例：屋外コンサー
ト等

大規模多目的広場
の整備、福島の復
興を発信・未来を
創造するイベント
の展開
例：屋外コンサー
ト等

大規模多目的広場
の整備、福島の復
興を発信・未来を
創造するイベント
の展開
例：屋外コンサー
ト等

大規模多目的広場
の整備、福島の復
興を発信・未来を
創造するイベント
の展開
例：屋外コンサー
ト等

大規模多目的広場
の整備、福島の復
興を発信・未来を
創造するイベント
の展開
例：屋外コンサー
ト等

大規模多目的広場
の整備、福島の復
興を発信・未来を
創造するイベント
の展開
例：屋外コンサー
ト等

地元の花卉産業や市民活動
と連携した花の圃場の整備
地元の花卉産業や市民活動
と連携した花の圃場の整備
地元の花卉産業や市民活動
と連携した花の圃場の整備

地元の花卉産業や市民活
動と連携した花の圃場
地元の花卉産業や市民活
動と連携した花の圃場
地元の花卉産業や市民活
動と連携した花の圃場

・復興の息吹を感じる人々が集まると共
に、レクリエーションのために人々が
集まってくる

・復興の息吹を感じる人々が集まると共
に、レクリエーションのために人々が
集まってくる

・復興の息吹を感じる人々が集まると共
に、レクリエーションのために人々が
集まってくる

・復興の息吹を感じる人々が集まると
共に、レクリエーションのために
人々が集まってくる

・復興の息吹を感じる人々が集まると
共に、レクリエーションのために
人々が集まってくる

・復興の息吹を感じる人々が集まると
共に、レクリエーションのために
人々が集まってくる

・復興の息吹を感じる人々が集まると共
に、レクリエーションのために人々が
集まってくる

・復興の息吹を感じる人々が集まると共
に、レクリエーションのために人々が
集まってくる

・復興の息吹を感じる人々が集まると共
に、レクリエーションのために人々が
集まってくる

・復興の息吹を感じる人々が集まると共に、
レクリエーションのために人々が集まっ
てくる

・復興の息吹を感じる人々が集まると共に、
レクリエーションのために人々が集まっ
てくる

・復興の息吹を感じる人々が集まると共に、
レクリエーションのために人々が集まっ
てくる

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

人々の来訪
人々の想い
人々の来訪
人々の想い

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
生

事

縁

息

Ⅳ

～ 2021 年（震災から 10年）

～ 2031 年（震災から 20年）

～ 2023 年（震災から 12年）

～ 2061 年（震災から 50年）

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

福島県復興祈念公園基本設計について

息吹よみがえる４
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　　　　　　排水経路
　　　　　　公園区域
　　　　　　町境

凡例

滞水箇所

凡例

公園北側集水域

滞水箇所

公園北側集水域

滞水箇所

　　　　　排水経路
　　　公園区域
　　　町境

北側集水域北側集水域北側集水域

旧中浜排水機場（被災）

防災林 T.P.+4.4m
（地下浸透）
防災林 T.P.+4.4m
（地下浸透）
防災林 T.P.+4.4m
（地下浸透）

防災林 T.P.+4.4m
（地下浸透）

≒T.P.＋22.5m≒T.P.＋22.5m≒T.P.＋22.5m

・T.P.＋4.1m・T.P.＋4.1m・T.P.＋4.1m

・T.P.＋3.5m・T.P.＋3.5m・T.P.＋3.5m

・T.P.＋14.8m・T.P.＋14.8m・T.P.＋14.8m

・≒T.P.＋4.5m・≒T.P.＋4.5m・≒T.P.＋4.5m

・T.P.＋7.2m・T.P.＋7.2m・T.P.＋7.2m・T.P.＋7.2m・T.P.＋7.2m・T.P.＋7.2m

・T.P.＋7.2m・T.P.＋7.2m・T.P.＋7.2m

マリーンハウス
ふたば

マリーンハウス
ふたば

町道損壊箇所町道損壊箇所

追悼と鎮魂の丘追悼と鎮魂の丘

次世代園芸次世代園芸
再生可能エネルギー

・農業再生モデルゾーン
再生可能エネルギー

・農業再生モデルゾーン

農地の再生農地の再生農地の再生

イノベーション
コースト構想
関連施設

イノベーション
コースト構想
関連施設

イノベーション
コースト構想
関連施設

農業拠点施設農業拠点施設農業拠点施設

請戸漁港復旧請戸漁港復旧請戸漁港復旧

浪江駅浪江駅

仮設診療所整備仮設診療所整備
仮設商店街整備仮設商店街整備仮設商店街整備

浪江東中学校復旧
・認定こども園整備
浪江東中学校復旧浪江東中学校復旧
・認定こども園整備

【道の駅整備】【道の駅整備】

花卉栽培花卉栽培

南産業団地南産業団地南産業団地

居住や地域再生
の拠点

居住や地域再生
の拠点

特定復興再生拠点区域特定復興再生拠点区域特定復興再生拠点区域

耕作再開モデルゾーン耕作再開モデルゾーン耕作再開モデルゾーン

まちなか再生ゾーンまちなか再生ゾーンまちなか再生ゾーン

新市街地ゾーン新市街地ゾーン

新産業創出ゾーン新産業創出ゾーン新産業創出ゾーン

再生エネルギー活用
・農業再生ゾーン・農業再生ゾーン
再生エネルギー活用
・農業再生ゾーン

再生エネルギー活用
・農業再生ゾーン
再生エネルギー活用
・農業再生ゾーン
再生エネルギー活用
・農業再生ゾーン

双葉駅双葉駅双葉駅

双葉町役場双葉町役場双葉町役場

帰還困難区域帰還困難区域

産業復興の拠点産業復興の拠点産業復興の拠点

水田再生
活用拠点
水田再生
活用拠点
水田再生
活用拠点

中野地区集落跡中野地区集落跡福島第一
原子力発電所
福島第一
原子力発電所
福島第一
原子力発電所

浪江町浪江町双葉町双葉町

活用用活用

ーンーンーンーン
たふたたふたたたたたたたたたたたた

・・・農業農業農業・農業・農・農

中中野中野中野中野

道損道損道損道損

の丘丘丘丘丘丘の丘悼追追追追追追悼

培卉栽卉栽卉栽卉栽卉栽培培培帰還困帰還困還困還

【【道【道【道【道【道【

居居居居居居

国営追悼・祈念施設（仮称）について

位置を考える上での諸条件位置を考える上での諸条件位置を考える上での諸条件位置を考える上での諸条件

●両竹山の埋蔵文化財への配慮●両竹山の埋蔵文化財への配慮●両竹山の埋蔵文化財への配慮●両竹山の埋蔵文化財への配慮

●地質条件●地質条件●地質条件●地質条件

●震災後の雨水滞水箇所●震災後の雨水滞水箇所●震災後の雨水滞水箇所●震災後の雨水滞水箇所

■国営追悼・祈念施設（仮称）として、追悼と鎮魂の場、震災の記憶と伝承、国内外に向けた復興に対する強い意志の発信といった閣議決定の目的を
ふまえ基本設計を行っていくことが必要
■地域の歴史を刻む両竹山を含む丘陵地からの尾根線上と、双葉町・浪江町の両町を結ぶ浜野橋近くの公園中心部から、福島の復興が日本や世界に対
して波紋のように同心円状に広がっていくとともに、復興に対する人々の想いが丘に集まるというコンセプトのもと、国営追悼・祈念施設（仮称）
の位置を選定
■国営追悼・祈念施設（仮称）では、国内外の人々が集い、震災の犠牲となったすべての生命（いのち）を悼む場として、追悼と鎮魂の場となる丘や
広場を整備する
■あわせて丘の上からは、海や集落跡、震災遺構の他、アーカイブ拠点施設や中間貯蔵施設、福島第一原子力発電所の排気筒、防潮堤や海岸防災林を
望むことができ、福島における震災の記憶と教訓を実感できる施設とする
■さらに国営追悼・祈念施設（仮称）においては、福島に想いをめぐらせ、福島の象徴である花と出会うとともに、国内外に向けた復興に対する強い
意志と支援への感謝を発信する場を整備し、「息吹よみがえる」という公園の基本理念を具現化していく

■国営追悼・祈念施設（仮称）として、追悼と鎮魂の場、震災の記憶と伝承、国内外に向けた復興に対する強い意志の発信といった閣議決定の目的を
ふまえ基本設計を行っていくことが必要
■地域の歴史を刻む両竹山を含む丘陵地からの尾根線上と、双葉町・浪江町の両町を結ぶ浜野橋近くの公園中心部から、福島の復興が日本や世界に対
して波紋のように同心円状に広がっていくとともに、復興に対する人々の想いが丘に集まるというコンセプトのもと、国営追悼・祈念施設（仮称）
の位置を選定
■国営追悼・祈念施設（仮称）では、国内外の人々が集い、震災の犠牲となったすべての生命（いのち）を悼む場として、追悼と鎮魂の場となる丘や
広場を整備する
■あわせて丘の上からは、海や集落跡、震災遺構の他、アーカイブ拠点施設や中間貯蔵施設、福島第一原子力発電所の排気筒、防潮堤や海岸防災林を
望むことができ、福島における震災の記憶と教訓を実感できる施設とする
■さらに国営追悼・祈念施設（仮称）においては、福島に想いをめぐらせ、福島の象徴である花と出会うとともに、国内外に向けた復興に対する強い
意志と支援への感謝を発信する場を整備し、「息吹よみがえる」という公園の基本理念を具現化していく

国営追悼・祈念施設を中心に福島の復興が同心円状に広がっていく
とともに、復興に対する人々の想いが丘に集まってくるイメージ
国営追悼・祈念施設を中心に福島の復興が同心円状に広がっていく
とともに、復興に対する人々の想いが丘に集まってくるイメージ

福島県復興祈念公園基本設計について

・県文化財課が平成３０年７月に埋蔵文
化財包蔵地として確認
・県文化財課が平成３０年７月に埋蔵文
化財包蔵地として確認
・県文化財課が平成３０年７月に埋蔵文
化財包蔵地として確認

・両竹山からの尾根線上に比較的地質
条件の良い箇所が分布
・両竹山からの尾根線上に比較的地質
条件の良い箇所が分布
・両竹山からの尾根線上に比較的地質
条件の良い箇所が分布

・雨水等の滞水箇所・雨水等の滞水箇所・雨水等の滞水箇所

埋蔵文化財包蔵地埋蔵文化財包蔵地
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防災林防災林

諏訪神社諏訪神社

八幡神社八幡神社 慰霊碑等慰霊碑等

花の圃場花の圃場

水田再生活用拠点水田再生活用拠点

▽T.P.4.4▽T.P.4.4

▽T.P.4.4▽T.P.4.4▽T.P.7.2▽T.P.7.2

▽T.P.14.8▽T.P.14.8

▽33.6▽33.6
▽24.0▽24.0

訪神社社社社社社諏訪神社社社社社社水田再生活用拠点水田再生活用拠点

神社八八八八八八八八八八 社八八幡神八幡八幡八八八 社八幡神八幡八幡八幡八幡八幡 社 慰霊碑等等碑等慰霊碑等

災林林林防災林林林林防災林林

花の 場花の圃場

Ｂ-Ｂ’ 断面図   S=1:3000

Ａ-Ａ’ 断面図  S=1:3000

S=1:5,000震
源
の
方
向

震
源
の
方
向

震
源
の
方
向

A’A’A’
B’B’B’

BB

AA

海への
眺望
海への
眺望
海への
眺望

マリ
ーン
ハウ
スふ
たば
の方
向

マリ
ーン
ハウ
スふ
たば
の方
向

マリ
ーン
ハウ
スふ
たば
の方
向

両竹
山を
含む
丘陵
地の
尾根
の延
長線

両竹
山を
含む
丘陵
地の
尾根
の延
長線

両竹
山を
含む
丘陵
地の
尾根
の延
長線

福島
の復
興に
対す
る国
内外
から
の想
い

福島
の復
興に
対す
る国
内外
から
の想
い

福島
の復
興に
対す
る国
内外
から
の想
い福島の復興に対する国内外からの想い

福島の復興に対する国内外からの想い

福島の復興に対する国内外からの想い

福島の
復興に

対する
国内外

からの
想い

福島の
復興に

対する
国内外

からの
想い

福島の
復興に

対する
国内外

からの
想い

福島の復興に対する国内外からの想い

福島の復興に対する国内外からの想い

福島の復興に対する国内外からの想い

福島第一原子力発電所の方向福島第一原子力発電所の方向福島第一原子力発電所の方向

福島の復興を象徴する花福島の復興を象徴する花福島の復興を象徴する花 請戸小学校の方向
請戸小学校の方向
請戸小学校の方向

町道損壊箇所町道損壊箇所町道損壊箇所

追悼と鎮魂の丘追悼と鎮魂の丘追悼と鎮魂の丘

県道県道県道

町道町道町道

県道県道県道

住居跡住居跡住居跡

新たな賑わいが
生まれる広場空間
新たな賑わいが
生まれる広場空間
新たな賑わいが
生まれる広場空間

新たな賑わいが
生まれる広場空間
新たな賑わいが
生まれる広場空間
新たな賑わいが
生まれる広場空間

全方位を望むとともに、福島の復興
に対する人々の想いが集まる場
全方位を望むとともに、福島の復興
に対する人々の想いが集まる場
全方位を望むとともに、福島の復興
に対する人々の想いが集まる場

新たな賑わいが
生まれる広場空間
新たな賑わいが
生まれる広場空間
新たな賑わいが
生まれる広場空間

だんご山だんご山だんご山

海岸堤防防災林

防災林

県道

浜野橋・前田川

県道

追悼と鎮魂の丘

だんご山両竹山

▽7.2

■追悼と鎮魂の場
・震災の犠牲となったすべての生命（いのち）を悼む場所
・訪れた人が思い思いの祈りの方向に向かい祈ることができる場所
■震災の記憶と教訓の伝承の場
・震災被害の原因となった震源方向や、福島第一原子力発電所の排気筒の他、
震災の脅威・被害を伝える震災遺構や住居跡、中間貯蔵施設、防潮堤や保安
林を望むことができる場所

・福島が経験した複合災害の事実や着実な震災からの復興等の教訓を伝え続け
る場所
■縁をつなぐ心の拠り所となる場
・地元を離れて暮らす人々が集まることができ人々の心の拠り所となる場所
・福島に対する再生と復興の様々な想いを集める中心的な場所
■息吹よみがえるを実感する場
・福島の復興を象徴する花の広がりにより、公園理念の「息吹よみがえる」を
実感できる場所

・再生していくまちの風景の中に、公園に広がる新たな賑わいや、地域の復興
や生業の再生に関わる活動の様子を望むことができ、人々やまちの姿を通し
て福島の復興を感じることができる場所

・公園の中核として両町をつなぎ、国内外に向けて福島の復興を発信していく
場所

・福島の過去や未来に関心を寄せ、地域、福島、日本、世界から人々が集まる
場所

■全方位を一望できる追悼と鎮魂の丘の整備
・公園区域内外に広がる震災の事実を伝える要素や、再生・復興していく双葉
町と浪江町、津波がきた海や復興の象徴である花の広がり等、全方位を一望
できる丘を整備

・丘は地域の歴史を深く刻む両竹山を含む尾根の延長線を意識した断面形状

■丘を中心として同心円状に広がるアースデザインの形成
・丘を中心として地形や樹木や花を公園全体に同心円状に広げていくことによ
り、追悼と鎮魂の丘を中心とした大きなアースデザインを形成

・大きなアースデザインにより、両町をつなぎ、道路や河川堤防や防災林と一
体となった空間を形成

・福島の復興が日本や世界に向けて波紋のように同心円状に広がっていくとい
う発信性と復興に対する人々の想いが丘を中心に寄り集まる求心性を表現

360°展望可能な丘
前田川を挟み両町をつなぐ
大きなアースデザイン
前田川を挟み両町をつなぐ
大きなアースデザイン

同心円を意識した樹木や花の列植

福島の国営追悼・祈念施設（仮称）の機能

デザインの方向性

太陽の光を受け花が広がる明るい空間太陽の光を受け花が広がる明るい空間

花が広がる明るい空間花が広がる明るい空間震災の脅威・被害を伝える住居跡震災の脅威・被害を伝える住居跡

追悼と鎮魂の丘追悼と鎮魂の丘

追悼と鎮魂の丘追悼と鎮魂の丘地域の産業の復興に貢献する花の圃場地域の産業の復興に貢献する花の圃場

新たな賑わいが生まれる広場空間新たな賑わいが生まれる広場空間 防災林と一体となった杜防災林と一体となった杜

防災林と一体となった杜防災林と一体となった杜

地域の歴史を深く刻む両竹山地域の歴史を深く刻む両竹山

追悼と鎮魂の丘について

福島の追悼と鎮魂・復興を象徴する花
尾根の延長線を意識した丘の斜面
福島の追悼と鎮魂・復興を象徴する花
尾根の延長線を意識した丘の斜面

海への眺望海への眺望360 度の方向への展望360 度の方向への展望

復興するまちや
再生するふるさとの風景等

復興するまちや
再生するふるさとの風景等

道路や防災林と一体となった丘のアースデザイン道路や防災林と一体となった丘のアースデザイン

道路や河川、防災林と一体となった丘のアースデザイン道路や河川、防災林と一体となった丘のアースデザイン

太陽太陽

両竹山を含む丘陵の尾根の延長線

４つの基本理念のうち主となるレイヤー
　　　　　　　生命（いのち）をいたむ
　　　　　　　事実をつたえる
　　　　　　　縁（よすが）をつなぐ
　　　　　　　息吹よみがえる

福島県復興祈念公園基本設計について

復
興
す
る
双
葉
町

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
方
向

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
、
水
田
再
生
活
動
拠
点
、

新
産
業
創
出
ゾ
ー
ン
、
次
世
代
園
芸
チ
ャ
レ
ン
ジ
拠
点
等

復
興
す
る
双
葉
町

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
方
向

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
、
水
田
再
生
活
動
拠
点
、

新
産
業
創
出
ゾ
ー
ン
、
次
世
代
園
芸
チ
ャ
レ
ン
ジ
拠
点
等

復
興
す
る
双
葉
町

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
方
向

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
、
水
田
再
生
活
動
拠
点
、

新
産
業
創
出
ゾ
ー
ン
、
次
世
代
園
芸
チ
ャ
レ
ン
ジ
拠
点
等

復興する浪江町

産業復興の拠点の
方向

スポーツ健康増進
エリア、

イノベーションコ
ースト構想関連施

設等

復興する浪江町

産業復興の拠点の
方向

スポーツ健康増進
エリア、

イノベーションコ
ースト構想関連施

設等

復興する浪江町

産業復興の拠点の
方向

スポーツ健康増進
エリア、

イノベーションコ
ースト構想関連施

設等
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事実をつたえる２

縁（よすが）をつなぐ３

息吹よみがえる４

両竹山両竹山両竹山

両竹山両竹山両竹山前田川前田川前田川

だんご山だんご山だんご山

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
生

事

縁

息

４つの時間軸によって公園の姿は異なるが、ある時点の 4つの基
本理念で公園の機能をレイヤー化したものを重ね切り取ったもの
がこの時点における公園の姿となる。

慰霊碑等慰霊碑等慰霊碑等

追悼と鎮魂の丘追悼と鎮魂の丘追悼と鎮魂の丘

中野地区集落跡中野地区集落跡中野地区集落跡

両竹地区集落跡両竹地区集落跡両竹地区集落跡

両竹地区集落跡両竹地区集落跡両竹地区集落跡

思い出の道（仮称）思い出の道（仮称）思い出の道（仮称）
慰霊碑等慰霊碑等慰霊碑等

町道損壊箇所町道損壊箇所町道損壊箇所

中野地区集落跡中野地区集落跡中野地区集落跡アーカイブ
拠点施設
アーカイブ
拠点施設
アーカイブ
拠点施設

産業交流センター産業交流センター産業交流センター

復興シンボル軸復興シンボル軸復興シンボル軸

まちや産業の復興を発信する場まちや産業の復興を発信する場まちや産業の復興を発信する場

花卉産業と連携
した花の圃場
花卉産業と連携
した花の圃場
花卉産業と連携
した花の圃場

国内外への情報発信
福島の復興を象徴する花
国内外への情報発信
福島の復興を象徴する花
国内外への情報発信
福島の復興を象徴する花

水辺水辺水辺

モビリティの導入モビリティの導入モビリティの導入

動物と触れ合える場所動物と触れ合える場所動物と触れ合える場所

県道県道県道

地域の人々が集まり、福島の再生
や復興の様々な想いを集める場
地域の人々が集まり、福島の再生
や復興の様々な想いを集める場
地域の人々が集まり、福島の再生
や復興の様々な想いを集める場

震災の記憶と教訓を伝承する周辺
の資源を望むことができる丘
震災の記憶と教訓を伝承する周辺
の資源を望むことができる丘
震災の記憶と教訓を伝承する周辺
の資源を望むことができる丘

震災の犠牲となったすべての生命（いのち）を悼み、
各々の思う向きで祈ることができる場

震災の犠牲となったすべての生命（いのち）を悼み、
各々の思う向きで祈ることができる場

県道県道県道

伝統芸能継承活動の場伝統芸能継承活動の場伝統芸能継承活動の場

花づくりによる
市民活動の場
花づくりによる
市民活動の場
花づくりによる
市民活動の場

スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の場
スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の場
スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の場

スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の場
スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の場
スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の場

防災林防災林防災林

防災林防災林防災林防災林防災林防災林

中野地区産業
復興拠点
中野地区産業
復興拠点
中野地区産業
復興拠点

生命（いのち）をいたむ１

福島県復興祈念公園基本設計について
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マリーンハウス
ふたば

マリーンハウス
ふたば

マリーンハウス
ふたば

駐車場駐車場駐車場

駐車場駐車場駐車場

駐車場駐車場駐車場

アーカイブ
広場

アーカイブ
広場

アーカイブ
広場

語り部の
広場
語り部の
広場
語り部の
広場

県
道
長
塚
請
戸
浪
江
線

県
道
長
塚
請
戸
浪
江
線

県道
広野
小高
線

県道
広野
小高
線

県道広野小高線県道広野小高線

浜野橋浜野橋

森合橋森合橋
両竹山両竹山

諏訪神社諏訪神社

前
田
川

前
田
川

復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
・
県
道
長
塚
請
戸
浪
江
線

復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
・
県
道
長
塚
請
戸
浪
江
線

アーカイブアーカイブ
拠点施設拠点施設

マリーンハウスマリーンハウス
ふたばふたば

産業交流産業交流
センターセンター

八幡神社八幡神社

住居跡住居跡
被災物等被災物等
屋外展示屋外展示

渋
江
川

渋
江
川

水田再生活用拠点水田再生活用拠点

中野地区中野地区
復興産業拠点復興産業拠点

再エネ発電拠点再エネ発電拠点

防災調節地防災調節地

駐車場駐車場駐車場

県道（長塚請戸浪江線）県道（長塚請戸浪江線）

駐車場駐車場駐車場

防災林防災林防災林

防災林防災林防災林

防災林防災林防災林

町道損壊箇所町道損壊箇所町道損壊箇所

国営追悼・祈念施設（仮称）国営追悼・祈念施設（仮称）国営追悼・祈念施設（仮称）

市民活動
フリースペース
市民活動

フリースペース
市民活動

フリースペース

花の圃場花の圃場花の圃場

慰霊碑等慰霊碑等慰霊碑等

だんご山だんご山だんご山

駐車場駐車場駐車場

・震災の犠牲となったすべての生命を悼む場
として、追悼と鎮魂の場となる丘を整備

・祈りの場及び震災の記憶と教訓を伝え続け
る場所として、震源方向や、福島第一原子
力発電所の排気筒の他、震災遺構や住居跡、
中間貯蔵施設、防潮堤や保安林等を望むこ
とができる 360 度の展望が可能な丘を整備

・福島の復興を象徴する花の広がりにより、
公園理念の「息吹よみがえる」を実感でき
る場を整備

・地域の新たな賑わいの場となるスポーツやレ
クリエーションのための大規模多目的広場
を整備

・多様な環境を形成し、水辺やいきものとふれ
合える空間を整備

・新たな賑わいの場となるスポーツやレ
クリエーションのための広場を整備

・まちや産業の復興を発信する活動・イ
ベント等を展開

・アーカイブ拠点施設と連携したフィー
ルドでの伝承活動のスタート地点と
してアーカイブ拠点施設の広場と一
体となった広場空間を整備

・広場では被災物屋外展示を行い、震
災の記憶を伝承

・地域の記憶が深く刻まれた両竹山の周辺に、
地域の伝統行事や伝統工芸を継承するため
の空間を整備

・震災前の風景を残す貴重な場所であり、古
くからこの場所に人が暮らしていた記憶を
持つ場所であることから、地域の歴史を伝
える場所として両竹山の一部を公園で保全

・津波の被害を受けた住居跡を残し、かつて
の集落での暮らしの記憶を継承すると共に、
震災の脅威・被害を伝え教訓を伝承

・北側には、慰霊碑等を配置し、震災前から
ある道沿いに慰霊のための空間を展開

追悼と鎮魂の丘追悼と鎮魂の丘公園から広がる花の圃場公園から広がる花の圃場

スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の場
スポーツ・レクリエーション・
伝統文化に関わる活動の場

地震・津波の威力を
伝える町道損壊箇所
地震・津波の威力を
伝える町道損壊箇所

まちや産業の復興を発信する場まちや産業の復興を発信する場

記憶と伝承の広場記憶と伝承の広場

地域の伝統を継承する場地域の伝統を継承する場

両竹山両竹山思い出の道（仮称）思い出の道（仮称）
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

生

事

縁

息

S＝1: 5,000（Ａ3）

たとえば、地元 6町村の避難指示解除の目標時期である 2023 年（震災から 12 年後）に予想される姿は以下のとおり
( 各レイヤーの進捗により重ね合わせ時の姿が時間とともに随時変わっていくことを基本とする )

※2021.3（震災から 10
年）時点で、以下の
県道は整備完了予定

・シンボル軸（国道 6
号以東）

・シンボル軸以北の県
道（浜野橋を含む南
北にのびる県道）

※2021.3（震災から 10
年）時点で、以下の
県道は整備完了予定

・シンボル軸（国道 6
号以東）

・シンボル軸以北の県
道（浜野橋を含む南
北にのびる県道）

福島県復興祈念公園基本設計について

オートキャンプ

屋外コンサート
（国営みちのく杜の湖畔公園）

スポーツ

気球大会

乗馬体験・ホースセラピー
（野馬追）

双葉町　前沢の女宝財踊り 浪江町　大堀相馬焼

工作体験・工房でのWS
（竹・花等）

パークゴルフ 自然観察
（国営みちのく杜の湖畔公園）

　福島県の園芸振興対象種や、地域のゆかりのあ
る種、花卉産業と連携した品種改良種等、公園
を中心として花を展開

例

コスモス
（浪江町の花）

トルコギキョウ
（福島県園芸振興）

サクラ
（双葉町の花）

○地域の祭りの舞台・練
習の場

○地域の伝統工芸にふれ
る場

○地域の伝統行事・文化
にふれる場

○地域の自然材料を使っ
た工作・アート体験の
場

例

・花卉産業や市民と連携し住居跡や震災遺
構をつなぐ

・その他、BMX、ボルダリング、凧揚げイベント等

例

S＝1: 5,000（Ａ3）

凡例
　　　　　　公園区域（一部町境）
　　　　　　国営追悼・祈念施設（仮称）
　　　　　　公園区域内動線
　　　　　　公園区域外動線
　　　　　　一般車両動線

４つの基本理念のうち主となるレイヤー
　　　　　　　生命（いのち）をいたむ
　　　　　　　事実をつたえる
　　　　　　　縁（よすが）をつなぐ
　　　　　　　息吹よみがえる
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